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共有すること

•現行計画の評
価

•現状の整理

確認すること

•移動ニーズ
•主な課題

ご意見
いただきたいこと

•課題の整理に
もれがないか
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※本日は、具体的な路線や運行内容を決定する段階ではなく、
次期計画の検討に向けた基礎整理を行うものです
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地域公共交通計画とは

•人口減少や高齢化、運転手不足などに対応しながら、地域の
移動手段を将来にわたって維持・改善するために、市町村など
が作成する計画

計画の根拠法令

• 「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」の中で、地
方公共団体が中心となって計画を作成し、関係者と連携して公
共交通を維持・改善することが求められている

小城市地域公共交通計画の計画期間

• 令和４年度～令和８年度
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要因の整理

目標には至らなかったもののR2数値よりは改善
（コロナ禍以前の数値に戻った）

鉄道

JR小城駅
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要因の整理

利用者人数は目標達成したものの、市からの補助金が25％増
アリーナ効果で利用人数増が要因の一つ

路線バス

※利用者数は、昭和バス、祐徳バスのうち、小城市を走る路線全体の利用者
（小城市内のみの利用者ではない）
●昭和バス 多久線、唐津佐賀線、中極線
●祐徳バス 佐賀線 武雄線
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要因の整理

利用者人数は減、市からの補助金額も25％増廃止路線バス

廃止路線代替バス

利用者の減少や運転手不足などを理由にバス会社が運行をやめた路線
について、住民の移動手段を確保するために自治体や地域が主体となっ
て運行する代替の交通機関

小城市内の廃止路線代替バス
●小城牛津線 （小城駅バスセンターから牛津駅）
●福富線 （牛津駅から道の駅白石）：小城市と白石町で共同補助



9

要因の整理

利用者人数は横ばい、委託額は70％増
多久の公立佐賀中央病院までの延線や三日月小学校線の新設
利用者人数への反映はこれまでも数年要している

小城市バス
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要因の整理

R2数値より減
コロナや物価高の影響でタクシー利用者が減少か

民間タクシー

要因の整理

目標には至らなかったもののR2数値よりは改善
PR周知や路線の新設等が影響しているのでは

市民満足度
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変化なし

•市バス利用者数

改善したが目標未達

• JR利用者数、市民満足度、路線バス利用者数

悪化

•路線バス収支、市バス収支、廃止路線代替バス利用者数、市
補助金、タクシー利用者数

利用者増だけでは持続可能性が
確保できていない



12



13

外出目的は「買い物」32.6％、「通院」23.3％が中心
買い物は週1回以上が87.5％で、生活移動の需要が高い

バス利用率は7.0％と低迷
利用しない理由は「自家用車で足りる」59.7％が最多

改善要望は「運行本数の充実」22.1％、「ダイヤ改善」18.0％
「免許返納後の移動不安」「病院・スーパーへのアクセス改善」
を求める声が多い
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小学校線
安全確保・保護者負担軽減への期待が多い
「徒歩40～50分以上」「猛暑・不審者対策」への不安が背景
共働き世帯から送迎負担軽減を求める声

要望では「下校便追加」「学年別の下校時間対応」が多数
「バス停が遠い」「運行エリア拡大」の意見も多い
一方で「徒歩通学が基本」「高学年は不要」との慎重意見も存在

周知不足が大きな課題で、「存在を知らなかった」という声が多数
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①地域特性・移動ニーズに関する課題

地域間の公共交通サービス格差
高齢化の進行
運転免許返納者の増加
近距離・生活圏内移動ニーズの増加
高齢者の移動支援
小学生・通学生の移動支援
子育て世代への対応不足
高齢者中心となっている利用対象の偏り

交通空白地域の存在
移動弱者対応が必要
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②利用環境・サービスに関する課題

公共交通に対する満足度の低さ
市バスの利用率低迷（利用率約2％）
乗り継ぎの不便さ
停留所までの距離が遠い
デマンド交通の予約手続きの煩雑さ
デマンド交通と定時定路線交通の役割整理不足
路線やダイヤが生活動線に合っていない
医療施設・商業施設との接続不足
各交通機関同士の連携不足

使いにくさが利用低迷の一因
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③情報発信・DXに関する課題
DX・ICT活用の遅れ
公共交通に関する周知・PR不足
ダイヤや時刻表のわかりにくさ
料金体系や乗車方法がわかりにくい
利用者へ必要な情報が十分届いていない

知られていない
わかりにくい

行政・事業者・地域による協働体制の必要性
立地適正化計画との連携
観光客の移動への対応不足

④まちづくり・地域連携に関する課題

地域・関係機関との連携強化が必要
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⑤運営体制・持続可能性に関する課題

運転手不足など交通事業の担い手不足
担い手支援の必要性
民間タクシー等との役割分担の整理不足
財政負担の増加と収支悪化
委託コストの増大
利用者1人当たり補助額の増加
路線維持の限界
補助金依存型の運営構造
将来的な事業継続への不安

財政負担
担い手不足 の深刻化
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三日月小学校のみ


